
資料２

平成２５年７月２５日
情報化施工推進会議

情報化施工の取組状況情報化施工の取組状況

１．活用工事件数の推移

２．技術別活用件数の推移

種別活用件数 推移３．工種別活用件数の推移

４．活用型別（発注者指定・施工者希望）活用件数の推移

５ 地方整備局等別活用状況５．地方整備局等別活用状況

国土交通省 総合政策局 公共事業企画調整課
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情報化施工技術の活用工事件数情報化施工技術の活用工事件数

•平成２４年度の情報化施工技術の活用工事件数は、平成２０年度と比較し、７５件から686件となり
９.１倍に増加している。

•平成２４年度の競争参加資格別の活用工事件数は 平成２０度と比較し 般土木Ｂ・Ｃ 舗装Ａ・Ｂに•平成２４年度の競争参加資格別の活用工事件数は、平成２０度と比較し、一般土木Ｂ・Ｃ、舗装Ａ・Ｂに
該当する施工者が大幅に増加している。
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情報化施工技術の総活用回数（技術別）情報化施工技術の総活用回数（技術別）

平成２４年度の情報化施工技術別の活用回数は、平成２０年度と比較し、
•TS出来形（土工）が２６回から ５３０回となり２０.４倍に増加
•MC技術（モータグレーダ）が１５回から９４回となり６.３倍に増加
ＭＣ／ＭＧ技術（ブルド ザ）が５回から３６回となり５ ２倍に増加•ＭＣ／ＭＧ技術（ブルドーザ）が５回から３６回となり５．２倍に増加

•ＭＧ技術(バックホウ（３Ｄ））が１０回から２８回となり２．８倍に増加
•ＭＧ技術(バックホウ（２Ｄ））が０回から２１回となり大幅に増加
•ＴＳ・ＧＮＳＳ締固めが３０回から１６０回となり５．３倍に増加

600

ＴＳ ＧＮＳＳ締固めが３０回から１６０回となり５．３倍に増加
となっている。
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情報化施工技術の総活用回数情報化施工技術の総活用回数

•平成２４年度の情報化施工技術の総活用回数は、平成２０年度に比較し、１０７回から９７３回となり
９.１倍に増加している。施工者希望型の活用回数は６７回から６１０回となり９.０倍に増加している。

•平成２４年度の発注者指定型と施工者希望型の割合は、施工者希望型が約６割（９７３回のうち６１０

情報化施工技術の総活用回数情報化施工技術の総活用回数

回）を占めている。
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情報化施工技術の総活用回数（地方整備局別）情報化施工技術の総活用回数（地方整備局別）
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の総活用回数は、中部・関東・近畿の順に多く
なっている。
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